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頁 節・行 （誤） （正） 

ⅵ １行目 𝑀⨀ 

（太陽質量） 
2.0 x 1026 kg 2.0 x 1030 kg 

1 1.1.1(a) 3行目 マイケル ミッチェル 
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13 (1.12)式直下  𝐹୲୧ୢୟ௟~4 × 10଺ 𝑚𝑔⨁  𝐹୲୧ୢୟ௟~10଻ 𝑚𝑔⨁ 

13 その１行下 100万倍超 1000万倍 

13 さらに１行下  𝐹୲୧ୢୟ௟~10ିଵସ 𝑚𝑔⨁  𝐹୲୧ୢୟ௟~10ି଻ 𝑚𝑔⨁ 

14 (a) 本文4行目～ （以下参照） （以下参照） 

（誤）中心から距離 𝑅 だけ離れた場所から放射された振動数 𝜈଴ (= 1/𝑑𝑡଴) の光を、距離 𝑟 で 

観測すると、 
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（正）中心から距離 𝑅 だけ離れた場所から放射された振動数 𝜈଴ (= 1/𝜏଴) の光を、距離 𝑟 で 

観測すると、その振動数 𝜈 (= 1/𝜏) は（𝑑𝑡 が不変であることを使って） 
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頁 節・行 （誤） （正） 

15 本文３行目 

本文４行目 

(1.3)式 

(1.3)式 

(1.6)式  

(1.6)式 

22 3行目 ナイェク ズナイェク 

22 脚注44 6.1.2節 6.1.3節 

49 脚注90 QSOは強い電場源、quasarは弱い電

波源という区別が存在した 

QSOとquasar は電波強度の強弱で

区別されていた 

63 2行目 （右に示す説明を追加） 個々のBLRガスの回転方向はランダ

ムではなく、回転軸がそろっている

傾向が見られる。もしそうなら、観

測されるのは運動の視線速度成分

なので、求まるのは質量 𝑀  ではな

く、 𝑀 sin 𝜃  （𝜃 は回転軸と視線方向

のなす角）ということになる。 



頁 節・行 （誤） （正） 

77 (2.24)式直下 こで ここで 

78 (2.30)式及び 

その下の行 

（以下参照）  

（誤）分子粘性：  𝜈୫୭୪~𝑣୫୭୪ ℓ୫୤୮~10ିଵ m2 s-1 

となる。ここで、𝜌~10ିହ kg m-3、𝑇~10ସ K、音速 𝑐ୱ~10 km s-1, 𝑣୫୭୪ ~ 𝑐ୱとして評価した。……  

求めると、𝑡୴୧ୱ = 𝑟ଶ/𝜈~10ଵ଴ yr となり宇宙年齢になってしまう。 

（正） 分子粘性：  𝜈୫୭୪~𝑣୫୭୪ ℓ୫୤୮~10  m2 s-1 

となる。ここで、𝜌~10ିହ kg m-3(ℓ୫୤୮~10ିଷ m)、𝑣୫୭୪ ~ 𝑐ୱ (音速) ~10 km s-1として評価した。 

79 (2.31)式及び

その下の行 

（以下参照）  

（誤）乱流粘性：  𝜈୲୳୰ୠ~𝑣୲୳୰ୠ ℓ୲୳୰ୠ~ 𝑐ୱ𝐻~10ଽ m2 s-1 

となる。なんと、10桁も大きくなるのである。したがって、粘性時間も１年と…… 

（正）乱流粘性：  𝜈୲୳୰ୠ~𝑣୲୳୰ୠ ℓ୲୳୰ୠ~ 𝑐ୱ𝐻~10ଵଵ m2 s-1 

となる。なんと、10桁も大きくなるのである。したがって、粘性時間も１年以下と… 

頁 節・行 （誤） （正） 

79 脚注22 円盤の厚み 𝐻 = 10ହ m、円盤のサ

イズ 𝑟 = 10଼ mとした 

円盤の厚み 𝐻 = 10଻  m、円盤のサ

イズ 𝑟 = 10ଽ mとした 

83 コラム10行目 角運動量を ℓ をもって 角運動量 ℓ をもって 

110 脚注3行目 2.0 kpc = 6.0 x 1019 cm 2.0 kpc = 6.0 x 1021 cm 

117 (3.6)式直下 ガスが冷えたからエントロピーを

失ったのでなく、降着ガスが持ち

逃げしたのだ 

ガスが冷えたのでなく、領域から

降着ガスがエントロピーを持ち逃

げしたのだ 

150 (4.10)式 𝑇 ∝ Σଷ/଼… 𝑀̇ … ∝ Σଵ଴/଼ … =
ଵ଴

଼
 𝑇 ∝ Σଷ/଻… 𝑀̇ … ∝ Σଵ଴/଻ … =

ଵ଴

଻
 

162 6行目 現在唯一の 現在ほぼ唯一の 

169 
図4.14中の数値

（一番右） 
5 0.5 

174 下から4行目 ナイェク ズナイェク 

183 (4.40)式 𝜆 > 2ඥ2(1 + 𝛽ିଵ)𝐻 𝜆 > 4ඥ1 + 𝛽ିଵ𝐻 

193 (4.46)式直下 𝑦 = 𝑥 tan θ の関係… 
(𝑥, 𝑦) = (𝑟 cos θ, 𝑟 sin θ)  の関係

… 

195 表4.4最下段 SS433 (削除) 

195 (b) 1-2行目 (右に示す脚注を追加) 
SS433 がブラックホール天体か否

かについては、論争中である。 

204 脚注119,2行目 ナイェク ズナイェク 



頁 節・行 （誤） （正） 

236 5.3.2節5行目 
ハッブル（E. Hubble）による… ル=メートル（G. Lemaître）とハ

ッブル（E. Hubble）による… 

244 
図 5.17 キャプ

ション4行目 

p.86 p.87 

260 最後の3行 

もっともこの研究には、初期条件

が人為的との批判があり、どれだ

け現実的な結果か今後の議論に待

ちたい。 

その基盤は MAD（Magnetically 

Arrested Disk、強磁場がジェット

を生み出す）という考え方で、多く

のシミュレーション研究がなされ

ている 

274 
脚注62, 1-2行

目 

2016 年打ち上げ予定のASTRO-H 衛

星は、精密分光が可能なカロリメ

ータを搭載しており、詳細な吸収

構造を検出して、速度成分をしっ

かり決めると期待されている。 

2023年に打ち上げられたXRISM （ク

リズム）衛星は、精密分光が可能な

カロリメータを搭載しており、詳

細な吸収構造を検出して連続光成

分を確定すると期待されている。 

292 
索引 左コラム 

下から14行目 

ブランドフォード・ナイェク  ブランドフォード・ズナイェク 

 

※ 第 1版刊行後に発表された成果（EHTによるブラックホール撮像、バイナリーブラックホール

合体からの重力波検出、XRISM衛星によるＸ線精密分光の初期データなど）については、第2版を

参照されたい。 

 

 


